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こども部会の取り組み 

2025 年度こども部会メンバー 

 

連携グループ  保護者支援グループ 

1 ひみつきち 加藤 泰彦 1 北但広域療育センター 真狩 洋子 

2 社会福祉課 樋本 こころ 2 ぽけっと 山本 千真 

3 学校教育課 谷垣 茂彦 3 障害者基幹相談支援センター 渡邊 佳子 

4 ポッシュ 木村 弥生 4 相談支援センター 絆 武知 直也 

5 社会福祉協議会 山田 美智子 5 出石精和園 ⻄村 尚司 

6 スローウォーク ⻄村 徹 6 そらまめはうす 大野 直人 

7 こども未来課 福田 寛子 7 はばたけ手をつなぐ育成会 成尾 美恵 

8 ハレノヒ 水田 宏美 8 つくし 國谷 祥代 

※ 社会福祉協議会 森 由佳 9 こども未来課 川上 久美  

   10 ぴあほくたん 田中 佳美 

   11 どりぃ〜む 高垣 卓生 

   ※ 社会福祉協議会 森 由佳 
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の２つのグループに分かれて活動してきました。 

メンバー多数、課題もたくさんあるので…

連携グループ 保護者支援グループ

代表者会議4/25(⾦)開催

部会の活動内容、方向性について打ち合わせ

(部会⻑、グループリーダー、事務局)

全体ミーティング5/13(火)開催

顔合せ、グループの活動内容について情報交換

(部会メンバー全員)

こども部会
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 取り組みの背景〜2024 年度の取り組み 
① 「保健・教育・福祉が連携し、地域全体で子どもに関わって欲しい」 

→他職種の横の繋がりの場、福祉サービスに関する情報発信は、これからも必要。 
 

② 「保護者同士の横の繋がりを持ち、気軽に相談できる場所や存在が欲しい」 

→⻑年お話カフェを継続開催してきたが、徐々に参加者が少なくなってきたこと、 

複数の通所事業所で似たような活動をされていることが分かった。 

 

③ 「思春期年代が利⽤できる福祉サービスや居場所が少ない」 

「中⾼⽣が⾃宅以外でも安⼼して過ごせる場所の選択肢が欲しい」 

→放課後や⻑期休暇時の過ごせる居場所について調べ、選択肢があることを、本⼈や保護者へ 

情報発信できないだろうか︖ 
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2025 年度 前期の取り組み 

① 「保健・教育・福祉が連携し、地域全体で子どもに関わって欲しい」 

…【連携グループの活動】 

●情報交換会の開催 ６月 27 日(⾦)開催…13 名参加、次回 10 月 17 日(⾦) 

 (保健・教育・福祉の関係者が集まり、顔の⾒える関係性を作る) 

●市内学校園特別支援教育コーディネーター研修会、 

校園⻑会で福祉サービスの紹介            (教育関係者に、福祉の情報 

●福祉の取り組み紹介ビデオ作成            を発信する) 

●豊岡市ホームページ適切な相談つなぎ情報更新 

(昨年度に引き続き)活動の継続 
 

② 「保護者同士の横の繋がりを持ち、気軽に相談できる場所や存在が欲しい」 

…【保護者支援グループの活動】 

お話カフェの取り組みは⼀旦終了し、事業所を通じて保護者の声に耳を傾け、課題抽出していく。 
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③ 「思春期年代が利⽤できる福祉サービスや居場所が少ない」 

「中⾼⽣が⾃宅以外でも安⼼して過ごせる場所の選択肢が欲しい」 

…【保護者支援グループの活動】  ７月８日(火)実施…14 名参加、次回９月９日(火) 

でもあり、豊岡市発達障害者等支援連絡会議で検討すべき課題としても挙がっていた。 

クローバー豊岡ブランチより「⼀緒に取り組みましょう」� 

 

 

●居場所の調査（秋頃〜スタート）  

・実際利⽤している⽅はどんな人︖                        クローバープログラムの提供 

・年代                                     (過去︓はるちゃん) 

・活動内容                                   事業所、居場所で一緒に 

・保護者の相談 など                              取り組めたら… 
 
 

                                              保護者の相談先を案内、周知 

    放課後等デイサービスを卒業           例)委託の相談支援事業所 

   した中高生年代へ案内、周知              〇〇(居場所) 

どんな資源があるのかな︖ 

ミチル、…etc 

思春期年代の特性を持っ

た人が安心して利⽤でき

る場所が必要では︖ 



6 

 

地域の既存の社会資源を知って、中⾼⽣にとっての友達づくりや居場所の選択肢を拡げていく事をゴール

にしたい。 


